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  2.1．先行研究 
2.2．研究方法と構成 
第 1章 茨木のり子の詩的世界の形成 
 1.1．同人誌『櫂』 
  1.1.1．『櫂』創刊 
  1.1.2．戦後詩誌としての『櫂』 
  1.1.3．『櫂』と茨木のり子    










  2.2.4．敗戦による他者理解 
第 3章 茨木のり子と韓国（1976－2007） 
3.1. 茨木のり子のハングル学習の動機 
  3.1.1．自分の存在のルーツとしての〈朝鮮〉 





  3.2.3．〈朝鮮〉から〈韓国〉へ 











第 5章 韓国における茨木のり子 
5.1．韓国での日本文学受容 





  5.2.1．巻頭表現としての「わたしが一番きれいだったとき」 












































 第 5 章では、韓国語に翻訳された茨木の詩や韓国に関するエッセイが、韓国でどのよう
に受容されてきたかに焦点を当て、日本からの眼差しと韓国からのそれとの交錯やずれを
考察することで、その詩業が日韓の錯綜した関係のなかで、言語横断的な関係の場を開い
てきたことを示す。最後は、茨木の韓国関連詩がもつ文学史的意義および日韓比較文学研
究における意義を述べて結論とする。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 
（１）論文の特徴 
 本論の最大の特質は、日本で「戦後詩の長女」と評された茨木のり子にとって、〈韓国〉
への関心が副次的なものではなく、その詩想の本源的な展開であったことを、訳詩も含め
た全詩業を総合的に分析することで示した点にある。それによって、詩人の表明する〈自
由〉が、戦後の〈解放〉を享受し謳歌するだけのものではなく、日本というドメスティッ
クな自足の敷居を越えて、自己に回収されない〈他者〉との出会い直しを導く〈自由〉で
もあったこと、あるいは、茨木の詩の特徴ともされた〈対話〉が、詩的表現におけるいわ
ば発話の場の構造としての〈対話〉から、さらに広い言語越境的な〈対話〉の実践へと展
開されたということを、作品の精緻な読解と、言語を越えて交錯する詩的営為（自作の韓
国語訳、韓国詩の翻訳）の検証を通じて浮き彫りにした。 
 とりわけ第４章と第５章でなされた韓国現代詩の翻訳の分析と、茨木の韓国での受容を
踏まえたその詩のあり方の検討は、これまで日本でも韓国でもほとんどなされなかったこ
とであり、この作業を通して、茨木の〈自由〉のあり方や、〈他者との関係〉としての〈対
話〉の意味と射程とは大きく更新されたと言える。〈自由〉とは、何より「倚りかからず」
の一語に集約される〈自立〉の意識であり、その〈自立〉は分離や孤独であると同時に、〈他
者〉との〈対話〉を不可避の契機として孕んでいる。その延長に、身近にあって遠い〈隣
人〉として〈韓国〉は見出され、茨木の詩作の行き交う場所となる。本論は茨木の詩業総
体の分析を通じて、そのような詩意識の展開の理路を示している。 
 
（２）論文の評価 
 戦後期の「国民詩人」と評される茨木のり子の、従来のドメスティックな評価を一新し、
詩作品の読解を通してその詩業の文化・歴史的コンテクストを貫く「越境論」的意義を、
説得力をもって明らかにしたことはきわめて高く評価される。ここでの詩の読解の質は、
茨木による韓国詩の翻訳における省略への着目によく表れているが、総じて本論文は、独
自かつ刺激的な言語横断的・翻訳論的ともいうべき視座を韓国文学と日本文学の間に開く
斬新な試みだと言える。 
 詩人のモノグラフィーでありながら、昨今語られる「世界文学」の問題設定にも重なっ
て、西洋化に伴う各国語近現代文学のそれぞれの形成と、日韓関係に見られる植民地支配
という「近代化」の捻じれを経て、交わり分断される相互の表現者の置かれる立ち位置の
相違などを考慮に入れている点も、文学史研究の枠を広げるものとして評価される。 
 付言すれば、本論で描きだされる〈自由〉の別様の相は、20 世紀後半以降の哲学的思考
の重要課題とも呼応する提起を含んでおり、その意味で刺激的なだけでなく、本論による
茨木のり子の読み直しは、現代日本のデジタル・メディア・コミュニケーションのなかで、
この詩人の詩的言語のアクチュアリティをあらためて喚起するものでもある。 
